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一一人工呼吸関連機器 ユーザーレポート

新しいベンチレータ BIRD8400ST “Eagle" 

ハードといえば、曽ては人工呼吸器の代名詞のよ

うに使われていたこともあったが、その後各社よりよJr

製品が多数発売された為か、多少忘れられていた感も

あった。ところが、この人工呼吸器の老舗であるBird

社が数年前に開発したBird6400ST "Seagull"は、大

変コンパクト(幅40、奥行34、高さ23cm)でありなが

ら、小児から成人までと使用範囲が広く、その上プレ

ッシャーサポートベンチレーション (PSV) も行えるな

ど、大変多機能な人工呼吸器であるため、ユーザーよ

り好評を博した。比較的低価格である事も魅力の一つ

である。今回その外観をあまり変えることなく、より

性能が高められた8400ST"Eagle"が新発売されたが、

同器を使用する機会を得たので、その概略を紹介する。

8400ST "Eagle"に新たに備った機能は3つある。

まず第一に、換気量を常時モニターし、その値をフロ

ン卜パネルにデジタル表示する機能が備った事である。

換気量の測定には、経時的に自動較正する精度の高い

可変オリフィス型の差圧フローセンサを用いている。

常時換気量がモニターされることは、患者管理上極め

て有用である。デマンドバルブ方式の人工呼吸器では

自発呼吸を用いるモードにすると、呼吸仕事量が培す

ことが知られており、 weaning時の使用には問題があ

るとされている。しかし、本器では、応答性の良いリ

ニアソレイドバルブを用いることにより、回路内抵抗

を小さくして呼吸仕事量の増大をおさえている。その

為、本器はデマンドバルブタイプの人工呼吸器である

が、 weaning施行時にも安心して用いることができる。

最近の人工呼吸器管理では、 IMVやPSVなど自発

呼吸を温存した呼吸モードを多用する傾向があるが、

これらの換気様式を用いている際に、自発呼吸が減弱

したり、文は無呼吸になると大変危険であり、その為

に各種のモニタおよびアラームが装着されている。本

器ではあらかじめ任意に換気回数を設定できるパック

アヴフ"険気機摘が備ったため、患者の自発呼吸が会激

に減少しでも、自動的に調節呼吸が開始される為、 il~

換気に陥ることなく安全に対処できる。

以上の三点が新たに加わった大きな利点であるが

その他にも、ピークフローも可変可能であり、ダイヤ

ルを適当に調節すれば吸気呼気比をも任意に規定でき

る。従って、酸素化能改善作用を有する事により、巌

近注目されている呼吸比逆転換気法を行う事も可能で

ある。

CPAPでは吸気と呼気における気道内圧の差が拡大

すると、有効なFRCの糟加が得にくい事はよく知られ

た事実である。従ってCPAP施行時には通常回路内への

流量を増して、吸気事に生じる気道内圧の低下を抑え

ている。本器て'(;!:servoval veの開閉を制御して上記

の問題を軽減しているが、より良好なCPAPを行う事を

目的として、コンスタンフロー回路がオプションに装

備されている。この回路を接続すると、 120L/minまで

の高流量を得ることができるため、 CPAP施行時に例え

急に大きな換気量で呼吸を行っても、吸気事の回路内

圧の低下は防止することが出来、大変有用である。オ

プションにはその他、加温加湿器、インターフェイス

モジュール、バッテリーバックアップシステム、更に

エアーコンプレッサーなどがある。バッテリパックア

ップシステムを接続すれば、電源が途絶えても、少な

くとも40分間は連続作動することができるため、搬送

時などにも大変有用である。

以上述べたように、 8400ST"Eagle"は高性能で多

機能な人工呼吸器でありながら、緩めてコンパクトで

あるため、各種のモニター及び治療機器が多数配備さ

れるICUにおいて、余りスペースを取ることなく良好

な換気状況を得ることが出来、著者の所属するICUの

スタッフにも大変好評であった。
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